




































1970 年代末には収束しているので，現在存命の第一世代は，1950 年代から 1970 年代に移住してい
ることになろう。その時期に移住したのであれば，彼らは 20 世紀初頭に移住したバスク人と接触
していた可能性があるし，そうであるなら初期入植者から得た情報を記憶しているはずである。い















County で 4131 人，２位はネヴァダ州の州都リノ Reno が位置するワショエ郡 Washoe	County で
2128 人，３位がカリフォルニア州のロサンゼルス郡で 2125 人となり，本研究の対象地であるエル
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図1　バスク人のカウンティ―（郡）別分布（2016）.
出典：　American	Community	Survey	(US	Census	Bureau)の資料により作成.


















































































































フォルニアトレイル California	Trail 上に位置するが，1849 年のゴールドラッシュ以降は同トレイ
ルの通行者が増加したにもかかわらず，乾燥の厳しいこの場所に集落が形成されることはなかった。
　エルコに住民が定住するようになったのは，カリフォルニア州からユタ州に向けて延伸してきた
セントラルパシフィック鉄道 Central	Pacific	Railroad がエルコまで開通した 1868 年 12 月である
とされる（Hall	2020,	110）。同鉄道会社の不動産部門が集落中心の土地区画を売り出したのが翌年









Altube の兄弟と，Jean	Garat の一族で，Altube 兄弟はスパニッシュランチ（Spanish	Ranch），




兄弟の兄 Pedro	Altube は，「アメリカ西部のバスク人の父 Father	of	the	Basques	in	the	American	
West」と呼ばれている。彼は 1827 年に現在のスペイン，バスク州ギプスコア県のオニャテ Oñate
に生まれた。1845 年にアルゼンチンに移住し，家族とともに牧牛業に従事し，1849 年にカリフォ

















　エルコ近郊にバスク人が集住するきっかけを作ったのも Altube 兄弟であった。Altube 兄弟は，
当初牧牛業を中心にビジネスを展開し，多くのバスク人を雇用したが，その当時のバスク人の生業
は羊飼いではなくカウボーイであった。それに牧羊業が加わり，バスク人羊飼いが増加する転機に




Douglass	and	Bilbao（1975,	256）によれば，	Altube 兄弟は 1907 年当時エルコ郊外のインデペンデ
ンスヴァレーに 40 万エーカー（16 万 2000 ヘクタール）の土地を所有し，羊２万頭，牛２万頭，
馬２万頭を飼育していた。ネヴァダ州に広がる広大な公有地と乾燥した気候は，牧羊に適していた。
そ の た め 1890 年 頃 に は，Altube 兄 弟 以 外 に も， バ ス ク 人 の Frank	Yparraguirre や Jose	
Bengoechea，さらにはスコットランド移民の John	G.Tayler らがエルコ郊外で牧羊業を展開した。



























































は，1885 年から 1927 年までのものが入手可能であるが，本研究の目的がバスク人入植初期の景観










が存在する。今回，エルコ管区 Elko	Precinct（現在のエルコ市に相当）の 1910 年センサスの集計






























Railroad	St. とコマーシャル通り Commercial	St. の 2 本の中央通りとなり，中心市街地の南北範囲


































囲は鉄道駅の西側の３番通り 3rd	St. から６番通り 6th	St. の，約１キロメートル四方の範囲に収ま
る。
　1907 年の火災保険地図において，ホテル名から確認できるバスクホテルは，オーヴァーランド
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究ともに 1910 年で一致している。固定資産税記録によれば，スターホテルは 1910 年 10 月 10 日に
スイス人実業家 Emilio	Dotta からバスク人の Pedro	Jauregui に売却されている。Echeverria（1999,	
151）によれば，Emilio	Dotta は Pedro の共同出資者である。両者の共同出資によりホテルを建設
した後に Pedro	が不足分を支払い，全体を購入したのであろう。Pedro	Jauregui はスターホテル















　次に 1910 年センサスの集計表から，1910 年当時のバスクホテルの滞在者を割り出すことを試み
た。センサス集計表によれば，1910 年センサスは 1910 年４月 15 日現在の情報に基づいている。
その時点で営業していたバスクホテルは，オーヴァーランドホテルとテレスコープホテルの２件の


















氏名* 性別 年齢 世帯主との関係 出生地 入国年 父出生地 母出生地 職業 産業
Overland Hotel
Daniel	D.	Sabala	 男 29 世帯主 スペイン 1899 スペイン スペイン 経営者 ホテル
Gregoria	Sabala	 女 29 妻 スペイン 1904 スペイン スペイン 　 　
F.	Sabala	 男 1 子 スペイン スペイン 　 　
P.	Sabala	 男 0 子 スペイン スペイン 　 　
Eulogio	Onaindia	 男 22 共同事業者 スペイン 1903 スペイン スペイン 経営者 ホテル
P.M. 男 30 下宿人 スペイン 1901 スペイン スペイン 羊飼い 　
J.A. 男 32 下宿人 スペイン 1904 スペイン スペイン 羊飼い 　
P.I. 男 30 下宿人 フランス 1901 フランス フランス 羊飼い 　
A.I. 女 23 下宿人 スペイン 1909 スペイン スペイン 　 　
N.H. 男 21 下宿人 フランス 1905 フランス フランス 羊飼い 　
M.H. 男 23 下宿人 フランス 1905 フランス フランス 羊飼い 　
M.C. 女 24 使用人 フランス 1909 フランス フランス 料理人 ホテル
M.O. 女 25 使用人 スペイン 1910 スペイン スペイン 給仕人 ホテル
P.U. 女 22 使用人 スペイン 1908 スペイン スペイン 給仕人 ホテル
J.G. 男 71 使用人 フランス 1861 フランス フランス 羊飼い 　
Telescope Hotel
Pedro	Orbe	 男 31 世帯主 スペイン 1896 スペイン スペイン 経営者 　
J.A.	Orbe	 女 26 妻 スペイン 1908 スペイン スペイン 　 　
D.	Orbe	 女 0 子 スペイン スペイン 　 　
P.S. 女 21 下宿人 スペイン 1909 スペイン スペイン 料理人 ホテル
A.A. 女 21 下宿人 スペイン 1909 スペイン スペイン 料理人 ホテル
G.A. 女 30 下宿人 スペイン 1909 スペイン スペイン 料理人 ホテル
G.A. 男 0 下宿人 スペイン スペイン 　 　
T.G. 男 29 下宿人 スペイン 1902 スペイン スペイン バーテンダー 　
M.Y. 男 31 下宿人 スペイン 1900 スペイン スペイン バーテンダー 　
E.O. 男 28 下宿人 スペイン 1903 スペイン スペイン 労働者 　
不明
John	GG**	 男 35 世帯主 フランス 1906 フランス フランス 経営者 バー
Vicente	Juaristi	 男 31 共同事業者 スペイン 1901 スペイン スペイン 経営者 バー
B.G. 男 33 下宿人 スペイン 1905 スペイン スペイン 農場労働者 　
A.G. 女 23 使用人 スペイン 1910 スペイン スペイン 料理人 一般家庭
V.G. 男 5 下宿人 スペイン 1910 スペイン スペイン 　 　
T.G. 女 4 下宿人 スペイン 1910 スペイン スペイン 　 　









のフルネームは Daniel	Domingo	Sabala で，バスク人の間では Domingo	Sabala として知られてい
る。彼とその妻 Gregoria	Sabala がオーヴァーランドホテルを経営していたことは，Echeverria
（1999），Holbert（1975），	Zubiri（2006）の先行研究にも明記されている。共同事業者としてセン
サスに登場する Eulogio	Onaindia は，1911 年，1913 年，1919 年の同ホテルの固定資産税記録に登
場することから，1910 年当時は共同事業者として同ホテルに滞在していたのであろう。Echeverria
（1999,	151）によれば，同ホテルの１階は葉巻カウンター，バー，ロビー，ダイニングルーム，キッ




コの西約 100 キロメートルに位置するウィネマッカ Winnemucca の牧場で働いていた（Wines	
2017,	26）。Domingo は，ウィネマッカ在住の姉妹を頼りに 1904 年に移住した同郷のビスカヤ県出

























　テレスコープホテルに話題を変えよう。1910 年時点で同ホテルに滞在するのは 10 名で，そのう
ち経営者の Pedro	Orbe とその家族の計３名，ほか７名がすべて下宿人となっている。下宿人７名
のうち，５名が料理人とバーテンダーで，いずれもホテル内の業務に従事する労働者であり，残り





Echeverria（1999,	151） に は「Jauregui と Saval は こ の ビ ジ ネ ス を Francisco	Goicoechea と
Juliana	Goicoechea の夫妻，Martin	Inda，Pedro	Orbe に（1910 年に）売却した」とあり，ここで
はじめてセンサス集計表に記載された経営者 Pedro	Orbe の名前が出てくる。ただし売却の事情は
込み入っていたようである。Patterson（1969,	302）によれば，ホテルの経営者となった Francisco	
Goicoechea は，妻となる Juliana をスペインに残した状態で結婚したが，妻は当時の羊戦争 Sheep	
Wars に夫 Francisco が巻き込まれることを懸念して渡米し，夫に対して牧羊業者である Guy	





　1900 年代末のテレスコープホテルの共同経営者である Pedro	Jauregui と Guy	Saval の関係も，
ほぼ同じ時期に破綻していたようである。Echeverria（1999,	51）によれば，Pedro	Jauregui がス






















て５名であるが，その構成は夫婦（イニシャル B.G. と A.G. の夫妻）とその子供２名（V.G. と T.G.），
その家族以外には１名の農場労働者 Farm	labor という小規模なものである。おそらく彼らは，ス
ペインバスク出身である Vicente	Juaristi の地縁か遠い血縁を頼りに，ここに身を寄せたのであろ
う。ところで，Jose	Juaristi と Bernard	Yanci という人物が 1959 年にスターホテルを購入し，



































ホテルは 1970 年代まで，スターホテルに至っては 2004 年までバスク人経営者のもとで営業が続け
られた。この間，これらのホテル以外にも，途絶えることなく供給が続くバスク人移民のために，
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